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熊本済生会病院の経営改善 

済生会熊本病院はなぜ組織改革が必要だったのか 

 

 
組織改革の具体的なターゲットは何か／ゴールは何か 

 

 
組織改革を推進するうえでカギとなった人、モノ、情報 

 

 
改革の結果、病院経営の4つの柱はどうなったか 

検討のポイント 



済生会熊本病院はなぜ組織改革が必要だったのか 

 

熊本病院のミッション ⇒ 日本一の急性期病院となること 

 
ミッション達成のため ⇒ 地域の患者を「顧客」としてしっかり 
              確保する 

 
               

 



 

経営基盤の確立の条件 
 

 

 

 

 
職員の就業意欲を高められる病院組織改編の条件 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

組織改革の具体的なターゲットは何か／ゴールは何か 



医療の質向上の条件 



組織改革を推進するうえでカギとなった人、モノ、情報 

人 モノ 情報 



改革の結果、病院経営の4つの柱はどうなったか 

人材/人財 

医療の質 

コスト管理 

信 頼 



熊本済生会病院の経営改善の「ツボ」は何だったか？ 

病院を取り巻く環境の適切な把握を前提として、 

 ①経営計画を具体化させるための経営ビジョンと戦略の明確化 

 ②その戦略に基づく明確な行動計画の策定 
 ③当該行動計画が適切に推移しているかを確認するためのマネ
ジメント 
 ④それらが「いやいや」ではなく「やるべきこと」と感じられ
るような人に対するマネジメントの強化 

 ⑤それらマネジメントを支援する事務部門の自立と能力強化 



医療経営における事務部門の役割 

医事課の仕事  

  ・患者の受診に必要な手続き(診療受付等) 

  ・診療報酬請求業務 

  ・患者が医療に求めるあらゆる要求を医療の提供者につなぎ、 

   医療サービスを形成する 

      ⇒経営の原資を確保する仕事 

企画課の仕事 

  ・病院が提供する医療サービスのコアな特徴を確定し、患者や 

   社会に対する「売り」として提示する 

  ・そのための戦略を立案し、実施し、評価する 

      ⇒経営を計画し実行する仕事 



人事課の仕事 

  ・組織に必要な人材（人財）の確定と確保 

  ・人材の育成 

  ・人材の評価 

  ・就労意欲の喚起 

     ⇒これらを「システム」として機能させる 


